
 

議 事 録 

会 議 長野市中心市街地活性化協議会 第７回総会 

議 事 
（１）基本計画変更に伴う協議会意見書(案)について 
（２）意見交換 

日 時 平成２３年２月１５日（火）１１：００～１２：００ 

場 所 長野商工会議所大会議室（５階） 

出席者 

(敬称略) 

（運営委員） 
・㈱まちづくり長野  北村正博（会長）、渡辺晃司（副会長） 
・長野商工会議所  田中安彦 
・長野経済研究所  野崎光生 
・長野市  小林隆之（産業振興部長）、髙見澤裕史（都市整備部長） 
（監査役） 
・長野信用金庫  西澤章夫 
（タウンマネージャー） 
・㈱まちづくり長野  越原照夫 
（協力会員） 

・長野県建設業協会長野支部 
・長野信用金庫 
・北村忠三 
・南石堂町商店街振興組合 
・（協）長野駅前センター 
・（協）長野駅前商店会 
・長野市ホテル旅館組合 
・ながのまちづくりカフェ 
・（社）長野県宅地建物取引業協会長野支部 
・ながのクラッセ 
・平和通り商工振興会 
・西後町商興会 
・㈱マイルーム 
（事務局） 
・㈱まちづくり長野  紅粉康弘 
（市担当課） 

・商工振興課  西島課長、坂口係長、曽根主査 
・まちづくり推進課  横山課長、松橋室長、瀧沢係長、神田主査 

【計２９人】   
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資 料 

①会議次第 
②長野市中心市街地活性化基本計画の変更について 資料 1 
③「28．まちなか居住支援事業」について 資料２ 
④「表参道長野五輪メモリアルパーク」整備事業の概要 資料３、参考資料 
⑤本協議会の意見(案) 別紙 1 
⑥これまでに頂いた協力会員の意見 別紙２ 
⑦本協議会の意見（最終案） 別紙３ 

内容 

１、変更の内容及び理由の説明【長野市まちづくり推進課・商工振興課】 

・国の支援策活用による位置づけの変更にかかる２事業、国の支援策活用及び支援期間

等の変更にかかる３事業、新規事業追加の１事業、事業の中止による変更の１事業、

その他の変更によるもの１４事業について内容及び主な理由を説明。 

２、意見書(案)作成にかかる経緯説明【事務局】 

・平成２３年１月３１日付で長野市より当協議会あてに認定長野市中心市街地活性化基

本計画を変更にかかる協議があり、変更内容について当協議会の協力会員３７名に、

２月１日から２月１０日までの間、事前に意見を募集。意見募集には別紙１の『本協

議会の意見（案）』をたたき台として募集を実施。 

・会員から協議会事務局へ提出された意見を各内容別にまとめたものが別紙２の『これ

までに頂いた協力会員の意見』のとおりである。 

・この各協力会員の意見を反映させ、取りまとめたものが別紙３の『本協議会の意見(最

終案)』である。この意見書（最終案）を本総会の意見としたい。 
３、変更内容及び意見書案に関する質疑応答【協力会員】【長野市】 

・セントラルスクゥエアのポケットパークについて、ポケットパークにするまでにどの

ような検討を行ったのか。緑を入れることよりも秋葉原にあるような多機能な施設（ト

イレ、観光案内、飲食・喫煙スペース）が観光都市には必要では。 
・セントラルスクゥエアの土地を現状では一部しか取得することができず、その取得し

たスペースできるものが、老朽化した表彰台のオリンピック関連のマークや聖火台等

を移設することである。将来的に残りの土地を取得できた場合は検討する余地がある。

４、意見書（案）の決議 

 ・意見書（最終案）について本協議会に諮ったところ、出席者一同の賛成をもってこれ

を承認した。 
５、意見交換【協力会員】 

 ・現在の中心市街地活性化事業を見ると新田町より北の地域に集中し、南の駅よりでは

あまり事業がないのでは。もっと新田町から駅までの区間を検討していただきたい。 

 ・まちなか居住について、店舗を構えていてもその２階部分に住んでいる店主が少なく、

結果的に商店街が衰退していると感じられる。まちなか居住にもっと積極的に取り組

んでいただきたい。 

 

 以上。  
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